
　ながせ・のぶこ　 年
生まれ。東京大博士（経
済学）。専門は労働経済
学

給
付
額
、低
所
得
ほ
ど
高
率
に

適
用
拡
大
後
も
パ
ー
ト
の
加
入
に
は
制
約
残
る

税
制
・
社
会
保
険
上
の
賃
金
の
段
差
解
消
必
要

出
産
後
も
人
的
資
本
を
高
め
ら
れ
る
仕
組
み
に

　
今
年

月
か
ら
、
短
時
間
雇
用

者
（
パ
ー
ト
労
働
者
）
に
対
す
る

厚
生
年
金
や
医
療
保
険
な
ど
社
会

保
険
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
る
。
具

体
的
に
は
５
０
１
人
以
上
の
事
業

所
を
対
象
に
、
週

時
間
以
上
勤

務
、
年
収
１
０
６
万
円
以
上
の
労

働
者
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
る
。

　
大
き
な
視
点
で
み
れ
ば
、
高
齢

者
人
口
が
増
え
労
働
力
人
口
が
減

る
中
で
、
非
正
規
雇
用
者
に
社
会

保
険
料
負
担
を
求
め
る
改
革
と
い

え
る
。
非
正
規
雇
用
者
に
と
っ
て

も
、
労
使
折
半
で
社
会
保
険
料
を

負
担
す
る
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加

入
は
雇
用
正
規
化
の
一
歩
だ
。

　
２
０
１
４
年
の
厚
生
労
働
省
の

財
政
検
証
で
は
、
も
し
年
収

万

円
以
上
の
短
時
間
雇
用
者
お
よ
び

適
用
対
象
外
事
業
所
を
含
め
た
雇

用
者
１
２
０
０
万
人
を
厚
生
年
金

に
加
入
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、
社
会
保

険
料
収
入
が
増
え
、
将
来
の
年
金

水
準
低
下
は
よ
り
小
幅
に
と
ど
ま

る
と
の
試
算
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
筆
者
は
、
現
行
制
度
の

下
で
パ
ー
ト
の
年
金
加
入
が
本
当

に
進
む
の
か
懐
疑
的
だ
。

月
か

ら
の
対
象
は
比
較
的
大
規
模
の
事

業
所
な
の
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
（
法
令
順
守
）
意
識
は
強
い
だ

ろ
う
。
だ
が
中
長
期
的
に
は
、
雇

用
者
が
一
定
収
入
以
下
の
場
合
に

は
企
業
や
雇
用
者
の
社
会
保
険
料

負
担
を
免
除
す
る
制
度
を
見
直
さ

な
け
れ
ば
、
さ
ら
な
る
パ
ー
ト
の

年
金
加
入
は
進
ま
な
い
と
み
る
。

　
図
は
パ
ー
ト
の
主
力
で
あ
る
有

配
偶
パ
ー
ト
女
性
に
つ
い
て
、
末

子
の
年
齢
別
に
年
収
を
み
た
も
の

だ
。

年
時
点
で

〜

歳
の
個

人
を
毎
年
追
う
厚
労
省
「

世
紀

成
年
者
縦
断
調
査
」
か
ら
、

〜

年
分
の
デ
ー
タ
を
統
計
法

条

申
請
に
よ
り
取
得
し
作
成
し
た
。

　
年
収
１
０
３
万
円
に
ピ
ー
ク
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
多
く
の
妻

が
配
偶
者
控
除
の
適
用
を
受
け
る

た
め
、
意
図
的
に
「
非
課
税
限
度

内
の
年
収
」
に
と
ど
め
る
よ
う
に

働
い
て
い
る
。
末
子
年
齢
が
上
が

る
ほ
ど
母
親
は
労
働
時
間
を
増
や

す
の
で
、
１
０
３
万
円
の
壁
に
直

面
す
る
者
が
増
え
る
。
多
く
は
第

３
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公
務

員
の
被
扶
養
配
偶
者
）
と
し
て
社

会
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
上
限
の

１
３
０
万
円
に
達
す
る
前
に
、
１

０
３
万
円
で
調
整
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
総
務
省
「
労
働

力
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
１
０
０
万

〜
１
５
０
万
円
の
年
収
階
層
に
達

す
る
有
配
偶
女
性
が
少
し
ず
つ
だ

が
年
々
増
え
て
い
る
。
今
回
の
１

０
６
万
円
か
ら
の
社
会
保
険
料
徴

収
は
、
再
び
１
０
０
万
円
近
辺
の

主
婦
の
就
業
の
壁
を
高
め
る
結
果

を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。

　
多
く
の
婦
人
誌
な
ど
は
、
１
０

６
万
円
を
超
え
た
ら
１
５
０
万
円

以
上
を
稼
得
し
な
い
と
実
質
年
収

が
上
が
ら
な
い
と
い
う
解
説
記
事

を
掲
載
し
て
い
る
。
し
か
し
１
５

０
万
円
を
稼
得
す
る
主
婦
パ
ー
ト

は
非
常
に
少
な
い
。
有
配
偶
女
性

が
こ
ん
な
に
低
い
年
収
し
か
得
て

い
な
い
こ
と
自
体
が
、
日
本
の
家

計
を
苦
し
め
て
い
る
と
い
え
る
。

　
安
倍
政
権
は
配
偶
者
控
除
の
改

革
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

女
性
が
働
け
る
社
会
へ
向
か
う
た

め
に
は
、
保
育
の
大
幅
な
拡
充
や

職
場
風
土
の
改
革
と
と
も
に
、
１

０
３
万
円
、
１
０
６
万
円
、
１
３

０
万
円
で
起
き
る
税
制
・
社
会
保

険
上
の
賃
金
の
段
差
を
低
め
る
改

革
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
今
回
の
改
革
は
、
第
１
号
被
保

険
者
の
パ
ー
ト
就
業
者
に
と
っ
て

は
朗
報
だ
。
具
体
的
に
は
未
婚
・

離
別
の
パ
ー
ト
、
自
営
業
者
の
配

偶
者
の
パ
ー
ト
、
既
に
第
３
号
を

外
れ
て
第
１
号
に
な
っ
て
い
る
主

婦
パ
ー
ト
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
層

に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
料
負
担

が
労
使
折
半
と
な
る
の
で
保
険
料

の
自
己
負
担
は
減
り
、
さ
ら
に
２

階
建
て
年
金
が
で
き
る
の
で
将
来

の
年
金
受
取
額
は
増
え
る
。

　
一
方
、
現
在
第
３
号
被
保
険
者

の
主
婦
パ
ー
ト
に
と
っ
て
は
微
妙

だ
。
こ
れ
ま
で
は
社
会
保
険
料
が

賦
課
さ
れ
な
い
う
え
で
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
と
同
様
に
基
礎
年
金
と
い

う
１
階
部
分
の
年
金
権
が
得
ら
れ

た
。
今
回
の
改
革
で
第
２
号
被
保

険
者
と
な
れ
ば
２
階
の
年
金
部
分

が
得
ら
れ
る
と
は
い
え
、
増
加
は

少
な
い
。
ま
た
夫
の
死
後
に
は
そ

の
増
加
分
も
、
遺
族
年
金
の
構
造

か
ら
実
質
的
に
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　
そ
れ
で
も
長
い
目
で
み
れ
ば
、

社
会
保
険
加
入
は
キ
ャ
リ
ア
構
築

の
重
要
な
一
歩
だ
。
だ
か
ら
筆
者

は
短
い
期
間
の

損
得
を
考
え
ず

に
キ
ャ
リ
ア
を

考
え
る
べ
き
だ

と
助
言
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
事
業
主
側
に
と

っ
て
は
単
純
な
負
担
増
だ
。
準
固

定
費
の
増
加
を
補
う
た
め
１
人
当

た
り
労
働
時
間
を
長
く
す
る
か
、

あ
る
い
は
準
固
定
費
増
を
回
避
で

き
る
よ
う
な
短
時
間
の
仕
事
に
異

動
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
企
業
に

と
っ
て
合
理
的
な
行
動
と
な
る
。

　
そ
こ
で
労
働
時
間
を
週

時
間

分
に
し
て
く
れ
な
い
か
と
か
、

社
会
保
険
料
に
加
入
す
る
な
ら
ば

時
間
働
い
て
く
れ
な
い
か
、
と

い
っ
た
働
き
か
け
を
す
る
企
業
が

あ
る
と
聞
く
。
主
婦
が
厚
生
年
金

加
入
を
望
む
な
ら
ば

時
間
未
満

の
仕
事
に
対
す
る
労
働
供
給
は
減

る
よ
う
に
思
え
る
が
、
第
３
号
被

保
険
者
制
度
の
下
で
少
な
か
ら
ぬ

主
婦
が
短
時
間
の
仕
事
に
応
募
す

る
。
そ
う
な
れ
ば
企
業
は
仕
事
時

間
を

時
間
未
満
に
抑
制
す
る
提

案
を
出
し
続
け
、
主
婦
パ
ー
ト
は

ま
す
ま
す
賃
金
の
上
が
ら
な
い
縁

辺
労
働
と
な
り
か
ね
な
い
。

　
こ
の
ゆ
が
ん
だ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
（
誘
因
）
構
造
を
ど
う
改
革
す

れ
ば
よ
い
の
か
。
企
業
側
か
ら
み

れ
ば
、
週

時
間
未
満
な
ら
ば
社

会
保
険
料
負
担
が
ゼ
ロ
で
あ
り
、

週

時
間
を
超
え
る
と
負
担
が
発

生
す
る
と
い
う
段
差
を
な
く
す
必

要
が
あ
る
。
社
会
保
険
料
の
事
業

主
負
担
は
、
労
働
時
間
に
か
か
わ

ら
ず
定
率
と
す
れ
ば
よ
い
。

　
労
働
側
に
つ
い
て
も
、
年
収
１

０
６
万
円
以
上
な
ら
ば
社
会
保
険

料
が
か
か
る
一
方
、
第
３
号
被
保

険
者
の
場
合
、
１
０
６
万
円
未
満

な
ら
ば
本
人
負
担
が
ゼ
ロ
の
構
造

を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
原
則
と

し
て
雇
用
者
は
給
料
の
定
率
で
保

険
料
を
負
担
す
る
よ
う
に
し
て
、

給
付
面
で
も
主
婦
や
高
齢
者
は
基

礎
年
金
分
が
増
え
な
い
現
在
の
仕

組
み
を
改
め
、
保
険
料
を
払
う
価

値
の
あ
る
年
金
構
造
に
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
基
礎
年
金
が
月
６
万

５
千
円
の
定
額
（

年
加
入
の
満

額
の
場
合
）
を
保
証
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
月
収
が
そ
れ
以
下
の

雇
用
者
の
厚
生
年
金
加
入
は
難
し

い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
厚
生
年

金
は
基
礎
年
金
と
２
階
建
て
年
金

を
保
証
す
る
も
の
な
の
で
、
月
収

６
万
円
の
人
に
６
万
５
千
円
の
基

礎
年
金
と
２
階
建
て
部
分
を
給
付

す
る
仕
組
み
は
つ
く
り
に
く
い
。

　
保
険
料
負
担
は
定
率
と
し
、
基

礎
年
金
の
給
付
額
を
計
算
す
る
際

に
現
役
時
の
収
入
に
掛
け
る
乗
率

を
低
所
得
層
ほ
ど
高
く
す
る
「
ベ

ン
ド
型
」の
給
付
構
造
に
す
れ
ば
、

こ
の
問
題
は
解
決
で
き
る
。

　
例
え
ば
米
国
で
は
月
収
８
万
円

ま
で
は
収
入
の

％
、

万
円
ま

で
は
収
入
の

％
、
こ
れ
以
上
は

％
を
給
付
す
る
ベ
ン
ド
型
の
給

付
構
造
と
な
っ
て
い
る
（
１
㌦

１
０
０
円
で
換
算
）
。
こ
の
方
式

な
ら
ば
低
月
収
の
人
で
も
年
金
給

付
は
賃
金
の
９
割
と
な
る
の
で
、

保
険
料
賦
課
と
給
付
が
可
能
と
な

り
、
再
分
配
も
実
現
さ
れ
る
。

　
同
時
に
第
３
号
被
保
険
者
制
度

が
果
た
し
て
き
た
積
極
的
な
役
割

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
制

度
は
無
業
や
低
収
入
の
女
性
に
基

礎
年
金
権
を
与
え
、
平
均
的
な
女

性
の
年
金
は
以
前
よ
り
増
え
た
。

　
現
在
で
も

〜

歳
の
主
婦
の

％
は
無
収
入
で
あ
り
、
女
性
の

６
割
は
出
産
・
子
育
て
時
に
い
っ

た
ん
無
業
と
な
る
。
出
産
・
子
育

て
の
低
収
入
期
間
に
対
し
て
は
積

極
的
な
年
金
権
を
社
会
が
与
え
る

べ
き
だ
が
、
仕
事
へ
の
復
帰
に
水

を
差
す
今
の
形
は
時
代
に
合
わ
な

い
。
何
よ
り
女
性
が
子
ど
も
を
持

っ
て
も
労
働
市
場
で
人
的
資
本
を

高
め
続
け
ら
れ
る
仕
事
と
社
会
保

障
の
仕
組
み
を
考
え
る
べ
き
だ
。

　
今
の
日
本
で
は
パ
ー
ト
の
賃
金

は
低
く
て
当
た
り
前
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
自
体
が
労

働
意
欲
を
下
げ
て
お
り
、
社
会
の

認
識
を
早
急
に
改
め
る
必
要
が
あ

る
。
労
働
力
人
口
が
減
少
す
る
中

で
人
的
資
本
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、
女
性
が
家
計
に
応
分
の
貢
献

を
し
な
が
ら
子
ど
も
を
持
て
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
も
重
要
だ
。
パ

ー
ト
の
年
金
加
入
は
パ
ー
ト
の
人

的
資
本
構
築
と
賃
金
の
改
善
が
あ

っ
て
こ
そ
進
む
も
の
で
あ
り
、
職

場
や
家
庭
の
意
識
改
革
と
一
体
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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